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※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

   

左）給湯配管、中）給水小口径配管：全面更新、 

右）給水竪管：再生工事後再利用 

外観（改修前） 

1階平面図（左 改修前 / 右 改修後） 

2階平面図（左 改修前 / 右 改修後） 

3,4階平面図（左 改修前 / 右 改修後） 

屋上階平面図（左 改修前 / 右 改修後） 

外観（改修後） 

エントランスロビー（改修前） エントランスロビー（改修後） 

吹抜け（改修前） 吹抜け（改修後） 

設計プロセス 

既存建物が、高齢者の住宅に適した形状をしていたため既存建物の特徴を出来るだけ生かす計画とした。要介護者が安全で快適に

生活できる空間機能作りを目指し、高齢者の身体特性に基づく建築設備の配慮、及び介助者が働きやすい環境作りに配慮した改修

計画とした。 

既存躯体を極力残し、法的に必要な避難滑り台、特別避難階段の増築、エレベーター新設等を実施。空調設備、給水・排水官は劣

化診断を行い、再利用可能な機器はオーバーホールして再利用。防災設備はスプリンクラー、屋内消火栓、自家発電設備を新設し

た。コンバージョンにより建物の長寿命を図ることで、環境負荷低減に配慮した計画となった。 

1　施設概要 

改修後建物は１階に共用施設、２階から４階を全室個室とした日常生活に支援の必要な高齢者むけ住宅を配し、介護状態に応じた

フロアプランを計画すると共に、既存建物の中心部の光庭を活かした回廊形式の計画とし、明るくゆとりを感じさせる建築計画と

した。（改修前と改修後の写真を参照） 

 

2　改修にあたっての制約事項 

（1）法的な制約　①老人福祉法　②有料老人ホーム設置指導指針　③介護保険法　④建築基準法　⑤消防法　⑥福祉の条例 

（2）建築的な制約　①変更申請（通常の確認と同じ程度）が必要　②特別避難階段の増築（条例による）　③既存吹抜廻りの防火

区画変　⑤排煙、換気などの見直しによる窓形状の改修　⑥個室の間仕切り１００㎡以下の防火構造見直　⑦エレベ－タ－新設に

伴い特定防火設備の新設 

（3）構造上の規制　①特別避難階段、避難滑り台新設に伴う構造形式の検討　②既存耐力壁の開口設置に対する構造補強の実施 

3　空調衛生設備改修概要 

（１）給水設備 

【既存給水方式】屋上蓄圧タンクを設けた圧力水槽方式 

【改修後給水方式】直結増圧給水方式へ変更、小口径配管：全面新

設　主配管：既存利用 

（2）空調設備 

【既存空調方式】各居室：ウォ－ルスル－ヒ－トポンプエアコン、

共用部：空冷マルチパッケ－ジエアコン：劣化診断後、再利用可能

な機器はオ－バ－ホ－ルして再利用。 

 

設計担当者　統括、建築：渡辺幸則／構造：早川昭二／設備：菅原正道、大橋渉／インテリア：鎌田利奈／外構：野澤雄一 

 


